
平成 27 年 11 月 25 日 

 

平成 27 年度青少年創造性開発海外交流台湾派遣団について 

 

公益社団法人 発明協会 

 

発明協会は、平成 27 年 11 月 14 日（土）から 20 日（金）まで、「青少年創造性開発

育成海外交流台湾派遣団」を台湾・新北市に派遣した。 

同派遣団員は、第 72 回全日本学生児童発明くふう展、第 37 回未来の科学の夢絵画展

及び第 4 回全国少年少女チャレンジ創造コンテストの各事業において優秀な成績をお

さめた青少年 12 名で構成し、11 月 16 日（月）から 18 日（水）に台湾新北市政府及び

国立台湾師範大学の主催により開催された「2015 世界青少年発明工夫展」（IEYI：

International Exhibition for Young Inventors）に参加した。 

展覧会場となった新北市政府庁舎 6 階 603 大礼堂には、開催地台湾のほか香港、イン

ドネシア、日本、澳門、マレーシア、シンガポール、タイ、ベトナム等から参加した創

作品 107 点と、今回から新設された未来の科学の夢絵画作品 30 点が展示され、審査員

に対するプレゼン、各国・地域から参加した学生・児童との創作談義、来場した地元の

小中高校生との交流などが活発に行われ、連日大いに賑わった。 

会期初日の 11 月 16 日（月）午前には、馬英九総統をはじめ、教育部の林騰蛟常務次

長兼代理署長、新北市の侯友宜副市長、国立台湾師範大学の張國恩校長など来賓・主催

機関幹部の出席のもと、同市庁舎 3 階の「多効能集会堂」で開会式が行われた。 

馬総統は挨拶で『世界各地から参加した学生・指導員を歓迎する、IEYI は国際的に

重要な発明工夫展であり、今回は安全・健康、災害対応、社会ケア、教具・娯楽、グリ

ーンエネルギー科学技術、農業食糧技術の 6 部門で競うことになっているが、いずれの

テーマも人々の生活と深く関わっており、発明は学生たちの視野を広げるとともに、生

活や学習にも役立てられる。』と強調し、自身が推進している 12 年国民基本教育技職

教育体系政策に触れつつ、『新たな時代の教育において学生は自ら問題を見つけ、戦略

を練り、リソースを探して問題を解決する力をつけることが求められる。』と指摘、『将

来を担う若者たちが本展覧会への参加プロセスを通じてイノベイティブな思考能力が

醸成されることを期待している。また、今回の台湾訪問で海外参加者が故宮博物館や台

湾の夜市などの文化を体験される機会になることを祈念する。』と述べた。 

開会式では、2004年に IEYIの発足を呼び掛けた発明協会を代表して庄山悦彦会長（日

立製作所 相談役）からのビデオメッセージも紹介された。 

また、初日 16 日（月）の夜には新北市内の忠孝国中学校でウェルカムパーティが、

最終日 18 日（水）の展示終了後には展覧会場にてフェアウェルパーティが、執り行わ

れ、参加国・地域のカルチャーパフォーマンスを通じ、親睦を深める場となった。 



 なお、今回は IEYI の第 11 回目の展覧会であったが、発明協会は多年にわたる参加実

績が評価され、主催機関である国立台湾師範大学工業教育系の洪榮昭教授から、派遣団

を率いた扇谷高男団長（発明協会常務理事）に感謝状が授与された。 

日本代表として参加した学生・児童は過去最多の 10作品 12名（うち絵画 2作品 2名）

であったが、以下のとおり全 12 名が各賞を受賞した。（リンク先に表示された学校名・

学年は受賞当時のもの） 

 

＜創作品部門＞ 

・Technology for Special Needs 部門（14 歳未満）銀賞 

 石山 翔雲（東京都調布市立第八中学校 2 年） 「ブロック de 数の理解」 

・Education & Recreation 部門（14 歳未満）金賞 

 中村 航太郎（京都府長岡京市立長岡第二中学校 1 年） 「計算歯車」 

・Education & Recreation 部門（14 歳未満）銀賞 

 海田 匠美（山口県下関市立豊浦小学校 5 年） 「レスキューロボットアーム」 

・Education & Recreation 部門（14 歳未満）銅賞 

笹崎 晃瑶（千葉県松戸市立殿平賀小学校 6 年） 「ふり子の力で動くりゅう」 

高橋 諒（千葉県船橋市立行田西小学校 5 年） 「未来のぼくの町」 

・Foods & Agriculture 部門（14 歳以上）金賞 

國分 崇宏（福島県立郡山北工業高等学校 3 年） 「グラス･カッター酪 DA 農（らく

だのう）」 

・Education & Recreation 部門（14 歳以上）銀賞 

池田 直哉 （愛知県立岡崎高等学校 2 年） 「スマートアンブレラ」 

 

（各国・地域特別賞） 

・香港特別賞 

田中 廉（愛媛県立松山中央高校 1 年）、森 優太（松山聖陵高等学校 1 年）、長山 亮

太（松山聖陵高等学校 1 年） 「宇宙まで愛媛の名産届けたい」 

・インドネシア特別賞 

 海田 匠美（山口県下関市立豊浦小学校 5 年） 

・澳門特別賞 

 高橋 諒（千葉県船橋市立行田西小学校 5 年） 

・マレーシア特別賞 

 國分 崇宏（福島県立郡山北工業高等学校 3 年） 

・タイ特別賞 

 中村 航太郎（京都府長岡京市立長岡第二中学校 1 年） 

 池田 直哉 （愛知県立岡崎高等学校 2 年） 
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http://www.koueki.jiii.or.jp/hyosho/gakusei/H26/gakusei_jusho_ichiran_tokubetsu.html#wipo
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http://kids.jiii.or.jp/modules/gnavi3/index.php?lid=1663&cid=4


・台湾特別賞 

 田中 廉（愛媛県立松山中央高校 1 年）、森 優太（松山聖陵高等学校 1 年）、長山 亮

太（松山聖陵高等学校 1 年） 

 

＜絵画作品部門＞ 

・14 歳未満 金賞 相生 康博（愛知県刈谷市立富士松中学校 1 年） 

「金属を栄養にする木『木金属』」 

 

この木は、大気、土、水に含まれている人体に有害な金属を吸収して育ちます。成長

するとそのまま金属として使えるので、環境汚染が少なくてすみます。 

 

・14 歳以上 銀賞 金田 仁愛（群馬県富岡市立西中学校 2 年） 

 「リーダー細胞養成キャンディー」 

 

各器官で最も優秀な細胞をリーダーに育てるキャンディーです。リーダー細胞は、Ｄ

ＮＡの突然変異を起こす細胞を正常な細胞に導き、病気を防ぎます。 

（各国・地域特別賞） 

・台湾特別賞 金田 仁愛（群馬県富岡市立西中学校 2 年） 

 

上記のとおり、日本代表団の創作品 8 点は、金賞 2 件、銀賞 3 件、銅賞 2 件と各国・

地域特別賞 7 件を受賞し、絵画作品 2 点は、金賞 1 件、銀賞 1 件と台湾特別賞 1 件を受

賞した。全体では、創作品は金賞 17 件、銀賞 29 件、銅賞 39 件と各国・地域特別賞 50

件、絵画作品は金賞 6 件、銀賞 10 件、銅賞 14 件と各国・地域特別賞 3 件が選考された。 



 

会場となった新北市政府庁舎ビル（地上 33 階、地下 4 階） 

 

開会式で主賓挨拶を述べる馬英九総統（台湾総統府提供写真） 



 

開会セレモニーに参加する馬英九総統（右から 6 人目）、國分団員（右から 2 人目） 

（台湾総統府提供写真） 

 

開会直後に台湾メディアの注目作品取材後に地元学生への説明に対応する海田団員 



 

ウェルカムパーティで主催機関関係者とともに、参加国代表として紹介される扇谷団長

（左から 6 人目） 

 

 

展覧会場で各国・地域の学生に作品説明する笹崎団員 



 

展覧会場で地元の学生に作品説明する相生団員 

 

展覧会場で各国・地域の学生と交流する池田団員 



 

フェアウェルパーティの余興に参加し盛り上げる日本代表団員 

 

受賞後に行った日本派遣団の記念撮影  



※本事業は、競輪の補助を受けて実施しました。 

 

2015 世界青少年発明工夫展の実施機関 

・主催：新北市政府、国立台湾師範大学 

・共催：中華創意発展協会 

・協力：新北市内の 7 つの高校の学生が運営補助スタッフとして参画 

・協賛：Golden Plaza Foundation をはじめ 4 つの民間企業がスポンサーとして参画 

 

2015 世界青少年発明工夫展の全受賞者リスト（詳細は添付資料参照） 

・創作品の部 

・絵画作品の部（14 歳未満） 

・絵画作品の部（14 歳以上） 

 

2015 世界青少年発明工夫展 派遣団員の活動模様（動画） 

https://www.youtube.com/watch?v=aJLvYOu7_mM 

 

青少年創造性開発育成海外交流事業について 

 発明協会における青少年創造性開発育成海外交流事業は、1988 年に開始、その後、

2004 年に創立 100 周年記念行事の一環として、世界青少年創造性開発育成交流事業の

内容をリニューアルし、現在の「世界青少年発明工夫展」への日本代表派遣事業を実施。 

 

世界青少年発明工夫展（略称:IEYI）について 

 2004 年、世界各国の発明奨励団体における協力関係を築くため、世界 9 カ国の各代

表者等が来日し、発明協会主催の会議「発明奨励国際フォーラム 2004」 (International 

Forum for Invention Promotion/略称:IFIP)を開催し、同決議により、青少年を対象とした

国際発明展「世界青少年発明工夫展(IEYI)」を毎年開催することとなり、以降、マレー

シア（2005 年）、インド（2006 年・日本派遣団不参加）、インドネシア（2007 年）、

台湾（2008 年）、ナイジェリア（2009 年・日本派遣団不参加）、ベトナム（2010 年）、

タイ（2012 年）、マレーシア（2013 年）、インドネシア（2014 年）とほぼ毎年実施。 

 

 

＜本件に関するお問い合せ＞ 

公益社団法人発明協会 青少年創造性グループ （担当：前野・橋岡） 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2-9-14 

 Tel：03-3502-5434／FAX 03-3502-3485 

 e-mail：  

https://www.youtube.com/watch?v=aJLvYOu7_mM



















